
地域を育み、大陸をつなぐ

たいまつ宣言
1.我々は 垣根のない交流を目指し 友情の輪を拡げる
1.我々は 他に依存することなく 自らを発する
1.我々は 常に変革をもって 行動する
1.我々は 自己の研鑽の為に 真の奉仕を実践する
1.我々は 生涯現役であり 活動に引退はない

2011年1月

ロータリー理解推進月間ロータリー理解推進月間

第1887回例会
平成23年1月13日

2011,January1 第1887回例会
平成23年1月13日

2011,January1

ROTARY

INTERNATIO
NA

L 

ROTARY

INTERNATIO
NA

L 

THE ROTARY CLUB OF OBIHIRO WEST
Weekly Report

http://www.tokachi.co.jp/wrotary/

THE ROTARY CLUB OF OBIHIRO WEST
Weekly Report

http://www.tokachi.co.jp/wrotary/

例会日／木曜日　12時30分～13時30分　　例会場／北海道ホテル  帯広市西7条南19丁目1（ＴＥＬ21-0001）
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■会長報告

帯広西ロータリークラブ帯広西ロータリークラブ

　今年も全国の神社では、多くの初詣客で賑わったそ
うです。ところで、初詣など多くの人出があるとき
に、その人数はどうやって数えるのでしょうか。
　伊勢神宮では、1895年から入り口の所で参拝者を一
人ひとり数えるそうです。本格的な方法ですが、三が
日は24時間体制だそうです。ほかにもいろいろな方法があって、例え
ば、ロープで区切って人の流れを誘導するところでは、区切った範囲に
どのくらいの人がいるのかを数えて、誘導した回数をかけ算する。警察
が数える場合もあります。明治神宮などでは、警察官が門のところでカ
ウンターを使って数えるそうです。隅田川の花火大会では、台東区と墨
田区が川沿いに40箇所のポイントを決める。1平方メートルの面積の中
にどのくらいの人数が入っているかを30分毎に測定する。それを各地点
の面積の大きさに広げて、合計して会場全体の人数を出す方法です。
　最近の商業施設では、やはり機械を使っているようです。たとえば東
京の丸ビル、1階や地下1階の入り口にセンサーを設置して数えます。Ｎ
ＨＫ紅白歌合戦では、赤白のボードの数で勝ち負けを決めますが、あれ
はホールに設置してある4台のカメラがボードの色を画像として読み込
んで、その割合を瞬時に出すそうです。以前あった「日本野鳥の会」の
人たちが数えるのは、テレビの演出上のことのようです。その「日本野
鳥の会」は鳥類の調査をしますが、森などの中で約1キロの間に5つの定
点を設置、直径100メートルの範囲内に来た鳥の数を記録するのだそう
です。「日本野鳥の会」のベテランになると、ざっと見て、大体これで
100羽くらいと数えることが出来るそうですし、もっと凄い人になる
と、カウンターを両手に持ち、それぞれにカウントしながら、頭の中で
も数える。つまり、同時に3羽を数えることができるそうです。野鳥の
会にはもっと凄い人がいるそうで、超ベテランになると「あそこの鶴の
群れですが、何羽いるかお判りになりますか？」「そうだな、ざっと
234羽だ」「どうやって数えたのですか？」「簡単さ、足の数を数えて
2で割っただけさ」まあ、これは小噺です。
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■今月の主な行事
夜間例会　結婚・誕生祝　新年交礼会
40周年に向けて

夜間例会

1月 6日
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■出席状況報告
月／日
例 　 会

会員総数
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点鐘	 鈴木　享会長
開会宣言	 若林　剛SAA
ロータリーソング（奉仕の理想）	 若林　剛SAA
（会食）
会長報告	 鈴木　享会長
会務報告	 古田敦則幹事
①帯広南RC、新年交礼会（夜間例会）
　　月　日　平成23年1月17日（月）
　　時　間　午後6時30分
　　場　所　北海道ホテル
②帯広西RC、1月27日例会は昼間例会となります。
③第6分区IM
　　月　日　平成23年2月27日
　　場　所　笹井ホテル
　　主　管　音更ロータリークラブ
④定例理事会、本日例会終了後
⑤米山記念奨学会より功労クラブ表彰されました。
⑥日本ロータリー親睦ゴルフ全国大会
　3月14日　琉球ゴルフ倶楽部にて

ロータリー財団表彰	 ロータリー財団委員会
	 	 　大沢　剛委員長

ポールハリスフェロー

小　甲　哲　士　 　太　田　　　豊
佐々木　和　彦　 　若　林　　　剛

マルチポールハリスフェロー

本　田　美喜雄　 　近　藤　誠　勝
鈴　木　　　享　 　大　沢　　　剛

ポールハリスフェロー（2回）

千　葉　清　孝　 　茨　木　雅　敏
久　保　忠　正　 　奥　　　敏　則
三野宮　　　功　 　佐　藤　　　聡
川　上　哲　平　 　　　　　　　　

委員会報告
国際奉仕委員会	 国際奉仕委員会
	 	 佐々木嘉晃委員長
　書き損じハガキ回収箱を設置しておりますの
でよろしくお願いします。

ニコニコ献金	 親睦活動委員会
	 	 　佐々木和彦委員長
鈴木　享会員　 ニコニコ狂歌・新年第2弾、正月

ボケの真っ最中です。『正月の  
おとそ気分も  抜けきれず  点鐘
の音  多分ふらふら』

柳沢一元会員　 年末にインフルエンザにかかり
高熱の中仕事して何とか乗り切
りました。元気が一番ですね。

堀　修司会員　 1月8・9・10の三日間、静岡県
沼津に太刀魚釣りに行ってきま
した。4人で160匹釣りました。
釣り人ではなく漁師だと言われ
ました。最大は1m5cmで中指5
本でドラゴンサイズでした。

プログラム	 長期計画特別委員会
	 	 深澤知博委員長

創立40周年に向けて

　来年度西ロータリークラブは40周年を迎える
ことになりますが、40周年に対する考え方も
色々あるでしょうから皆さんがそれぞれで持っ
ているイメージを少し形にしてから実行委員会
にいったほうが皆さんの合意が得られるのでは
ないかと思いますので、これからの時間は各テー
ブルで「記念事業、記念式典、祝賀会」などに対
して忌憚のない意見を出して頂き、40周年に向
けて参考にして頂きたいと思います。

閉会宣言	 若林　剛SAA
点鐘	 鈴木　享会長

1月はRI指定の「ロータリー理解推進月間」です。

    次週プログラム予定
　1月20日（木） 会員増強委員会 （卓話・グループ討議）

 「下期会員増強に向けて」

お	知	ら	せ



記入者：奥　　敏則

1………………………………………………………
◦ 50周年を盛大にやる為、簡素でよいのでは。
◦ 不況時にガバナーを輩出して大変なので、西RC

メンバー中心で。
◦西RCの結束力をかためる新たな機会にすべき。
2………………………………………………………
◦元メンバーを招待しては？
3………………………………………………………
◦ 対外的なもので、例えば帯広図書館横のモニュ

メント的なもので広報の一環となるもの。
◦ 記念誌。10年に一度位、顔写真入りのもの。周

年を行ったという報告になる。

記入者：田中　耕吾

1………………………………………………………
◦ 式典は行った方が良い。
◦ 会長表彰、10年単位で。
◦クラブの活性化につながるような式。
2………………………………………………………
◦式典だけとはいかないので開催する。
◦内輪だけで行う。
3………………………………………………………
◦ 10年間の記念誌を発行しては。
◦ 寄付をする。
◦ ゴルフ、パークゴルフ大会の開催。（お金がか

からないので）
◦ 金額⇒特別会計、ニコニコ会計の使用は。

記入者：横田　幸宏

1………………………………………………………
◦ 内輪でそれなりに。
◦ 予算があるのか？
2………………………………………………………
◦ 創立記念時に内々に内輪で（50周年は盛大に）。
3………………………………………………………
◦ 50周年に向けて記録・資料（作る）を集める等。

−　創 立 4 0 周 年 に 向 け て　−
1記念式典について　2記念祝賀会について　3記念事業について



記入者：久保　且佳

1………………………………………………………
◦ 例会より少し規模を大きくした内容にする。
◦ 来賓は、多く呼ばないで内輪ですませる。
◦予算はどうするか（長期積立の活用）。
◦ ガバナー補佐、スポンサークラブの会長、幹事

を来賓とする。
2………………………………………………………
◦こじんまりと行う。
3………………………………………………………
◦ なしで良いと思う。

記入者：谷脇　正人

1………………………………………………………
◦ 地区大会の後なので内向けにして、大きくやる

必要ないのでは。
2………………………………………………………
◦ 役員だけで企画・運営を担うのではなく、若い

年代の人達にも多くの意見をもらう場が必要。
◦ 大きな節目、50周年に向けて40周年は小規模

に行い、節目への準備的な意味合いで行っては。
◦ 楽しくやる事が大切。
3………………………………………………………
◦ 記念誌は作った方が良い。
◦ しっかり記録を残すことができる。
◦ 資料の保存検索が出来なくなる。

記入者：河西　智子

1………………………………………………………
◦ 盛大にやるのではなく、身内でお祝いをしては。
◦ 50thに盛大に行えば良い。
2………………………………………………………
◦ 式典はやらない（祝賀会の中で）。
◦ 表彰等も行ったら良い。
◦ 規模は実行委員会に任せる。
◦ 会長さんの方針も反映させては。
3………………………………………………………
◦ 新聞に載る奉仕活動を皆で行いPRする。
◦ 寄附が良いのでは。
◦ いづれにしても飲食等や祝賀にあまりお金をか

けずにその分を記念事業にあてる方が良い。
◦ 記念誌、30th以降10年分のボリュームで作れば

良いのでは？ 10年分ずつ作る慣例となってし
まわないか。


